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日本物理教育学会九州支部 

 

1 本会理事会より 

2017 年 9 月 9 日（土）駒場東邦中学校・高等学校にて、2017 年度第 2 回理事会が開催されました。議題、報

告から、九州支部に関連する事項をお知らせします。 

 

（１）2017 年度支部代表者会議報告、研究大会集約（近畿支部）より 

 2017 年度研究大会（8 月 11 日・12 日；甲南大学）に先立ち、前日の 10 日（金）に支部代表者会議が開催さ

れました。各支部の状況を報告し、情報交換を行い、相互の参考とするための会議です。九州支部からは、会員

数が 92 名であること、2018 年度以降の支部理事会の体制が整いつつあること、支部総会・研究大会開催状況、

共催・後援活動状況などを報告しました。支部代表者会議の意義は本会理事会でも認識が高まり、今後も継続す

ることが確認されました。この後、近畿支部から研究大会の概要が報告され、参加者（173 名；本会会員 127

名、他学会会員 15 名、非会員 22 名、学生会員 9 名）、原著講演 38 件、ポスター講演 12 件などの報告、及び

会計報告がありました。 

 

（２）2017 年度理事・監事、各委員会等メンバー 

 2017 年度の本会理事会、委員会関係のメンバーが確認されました。九州支部からは次の委員が選出されてい

ます。（敬称略）副島雄児（理事）、市川聡夫・大久保博、緒方則彦・重田出・柴崎幸貴・福山隆雄・藤井弘也（評

議員）、秋山博臣（編集委員）、島ノ江純（ﾆｰｽﾞﾚﾀｰ編集委員）、柴崎幸貴（教育課程検討委員）。支部選出の委員

の皆様には、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

（３）J-STAGE について 

 学会誌（創刊号から最新号まで）、研究大会予稿集（第 1 巻から 2015 年度まで）が、J-STAGE（総合学術電

子ジャーナルサイト）に搭載されました。今後の出版物についても搭載を行うことが計画されています。また、

各支部の会報の搭載については検討中ですが、本会の貴重な財産であるという観点から検討を進めることになっ

ています。 

 

（４）学会費の自動引き落としについて 

 現在、学会事務量の削減や学会会費納入の確実な管理の観点から、会員には学会費の自動引き落とし手続きを

行って頂くよう強くお願いをしています。現在手続きを行った会員数は 101 名に留まっているため、更に呼びか

けを進めて行くことになっています。是非、自動引き落としへの移行をお願いいたします。 

 

（５）物理学会事務局の移転に伴って、物理教育学会の事務局も物理学会事務局と同室に移転を行いました。移

転先は、東京都文京区湯島 2-31-22 湯島アーバンビル 5 階です。 

 

（６）2018 年度の研究大会について 

 



 2018 年度の研究大会は次のように開催の予定です（今後の検討で一部変更の可能性はあります） 

会場：香川大学教育学部 415 講義室、および、3号館 4 号館教室 

日時：2018 年 8 月 11 日（祝）、12 日（日） 

大会テーマ：未定 

講演講師：未定 

懇親会：11 日夕食時 

ワークショップ：D. Sokoloff 氏（仮） 

評議員会、支部代表者会議、理事懇談会は 8 月 10 日（金）午後開催 

九州支部からも多数の参加をお願いいたします。 

 

2．支部理事会より 

（１）2017 年度の支部総会・研究大会について 

 2017 年度の支部総会・研究大会は 2018 年 3 月 3 日（土）、鹿児島大学で開催予定です。詳細については確定

次第お知らせいたします。 

 

（２）2017 年度 2 回目の支部理事会開催について 

 2017 年度 2 回目の支部理事会は 12 月に開催予定です。支部総会・理事会の最終確定と準備打ち合わせ、お

よび、2018・2019 年度支部理事会役員について最終案の作成を行う予定です。 
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